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 仮定的信頼性 (Presumed credibility) 
一般的な仮定に基づく信頼性．例: コンピュータの方が人間より信頼できる 
 表面的信頼性 (Surface credibility) 
デザインや構造から知覚される信頼性．例: 本の表紙で内容を判断する 
 評判的信頼性 (Reputed credibility) 
第三者の評価に基づく信頼性．例: ソフトウェアの性能の第三者検証 
















Giles [9]は，Wikipedia1の記事の正確さを調査した．科学の幅広い分野に関連する 42 の
テーマについて，Wikipedia の記事とブリタニカ百科事典の項目を専門家が検証した．1 記































































複数の特徴量を 2 つの文章間で比較する場合，2 文章内で共通して出現する要素の集合や
出現頻度を求め，距離や類似度を算出する．金ら [19]は，文章を著者別に分類する際，ユー
クリッド距離，コサイン類似度をもとにしたコサイン距離，カルバック・ライブラー・ダイバー
ジェンス距離(KLD 距離)の 3 つの距離を比較した．文章から𝑛個の特徴量を抽出した場合，文章
𝒙と文章𝒚のコサイン距離(2.1)と KLD 距離(2.2)は以下のように表され，KLD 距離を用いて階層
的クラスタリングを行うと最も高い分類精度となったと示した． 
























𝑖𝑓 𝑥𝑖 = 0 𝑡ℎ𝑒𝑛 𝑥𝑖 log
2𝑥𝑖
𝑥𝑖 + 𝑦𝑖













































表 2.1 各手法で用いられている文章の特徴量 
 使用した特徴量 (提案した特徴量) 研究目的 年 
[18] 読点の打ち方 著者別の文章分類 1994 
[15] 助詞n-gram 著者別の文章分類 2002 





[17] 品詞分布，文節パターン 著者別の文章分類 2013 







































 表 3.1 取得される品詞情報の例 
原型 1階層目 2階層目 
雨 名詞 一般 
が 助詞 格助詞 
降る 動詞 自立 
． 記号 句点 
















図 3.1 品詞列の分割 
 
3.4 語彙の出現頻度算出 
文章中の品詞のn-gramの全体の単語数がm個である文章の品詞列𝑝 = {𝑝1, 𝑝2, … , 𝑝𝑚}が与え
られたとき，品詞𝑝𝑠の直後の位置𝑠で分割すると，前半部𝑝𝑎 = {𝑝1, 𝑝2, … , 𝑝𝑠 }と後半部𝑝𝑏 =
{𝑝𝑠+1, 𝑝𝑠+2, … , 𝑝𝑚}に分解される．前(後)半部においてk回出現する語彙𝑣 = {𝑣1, 𝑣2, … , 𝑣𝑘|𝑣𝑖 ∈ {







𝑥(𝑣𝑖)|が大きくなるにつれ減衰するexp(−𝜆|𝑠 − 𝑥(𝑣𝑖)|)を用いる．なお，|𝑠 − 𝑥(𝑣𝑖)|は，前半部に
おいては，|𝑥(𝑝𝑠) − 𝑥(𝑣𝑖)|，後半部においては|𝑥(𝑝𝑠+1) − 𝑥(𝑣𝑖)|として計算するものとする．  
 









後半部)ののべ語彙数(𝑛 − 𝑔𝑟𝑎𝑚, 1 ≤ 𝑛 ≤ 3ののべ語彙数)，𝑓𝑟𝑒𝑞(𝑣)は対象文章中(前半部+
後半部)の語彙𝑣の出現数である． 
 
𝑖𝑑𝑓(𝑣) = log (
𝑠𝑢𝑚
𝑓𝑟𝑒𝑞(𝑣)
)  𝑖𝑓 𝑓𝑟𝑒𝑞(𝑣) ≥ 1 (3.2) 




する．つまり，前半部，後半部を表すベクトルの各要素は，1-gram, 2-gram, 3-gram の全
ての特徴量を順に並べたものであり，各々のベクトルの各要素は式(3.3)となる．  
 





































































1 人の執筆者によって書かれた文章の長さを揃えるために，各作品の先頭から 500 単語以
上を含み，最初に終わる文までを文群として抽出した．文群から同一の執筆者による文群を 2つ
連結することで 1 人によって記述された文章を生成する．次に異なる執筆者の文群からそ




まず，提案手法で用いるパラメータの値を決定する．1 人または 2 人によって記述された
文章を用いて文体変化点の推定を行い，最良の推定結果となるパラメータを求める．対象と
するパラメータは，出現位置の重みの減衰係数𝜆，類似度の閾値𝑡ℎ，文体変化点同士の最小
間隔𝑚𝑖𝑛𝐼𝑛𝑡の 3 つである． 
一執筆者に対して 5 作品，10 人の執筆者から合計 50 作品を用いて，1 人または 2 人で記
述された文章を生成した．50 作品は平均で 520.28 単語，19.34 文を含む．各作品から 2 作
品を選んで連結すると，同一執筆者の異なる作品を連結した文章(=執筆者数 1 人)が 100 組，
異なる執筆者の作品を連結した文章(=執筆者数 2 人)が 1,125 組できる．執筆者数 2 人の文













𝜆: [ 0.002, 0.004, 0.006, 0.008, 0.01, 0.02, 0.04, 0.06, 0.08, 0.1, 0.2, 0.4 ]  
𝑡ℎ: 0.0 から 1.0 まで 0.01 ずつ加算 
𝑚𝑖𝑛𝐼𝑛𝑡: 30 単語から 180 単語まで 30 単語ずつ加算 
5 分割交差検証を用いて，探索対象とする文章の範囲を変えながら，執筆者数と文体変化
点ともに正解となる場合の確率を最大化するパラメータの組を 5 通り求めた．チューニング用
データと検証用データは 4:1 の比率になる．各パラメータ𝜆, 𝑡ℎ, 𝑚𝑖𝑛𝐼𝑛𝑡の平均を取って，
4.3 の実験で用いるパラメータを決定した．表 4.1 のパラメータを平均して，𝜆: 0.006，𝑡ℎ: 
0.772，𝑚𝑖𝑛𝐼𝑛𝑡: 168 とした． 
 








































次に 1 人もしくは 2 人以上によって記述された文章に対して，4.2 節で決定したパラメー
タを用いて文体変化点および執筆者数を推定した．4.2 節で対象とした執筆者とは異なる執
筆者 10 人によるそれぞれ 10 作品，合計 100 作品を用いた．100 作品は平均で 517.66 単
語，18.69 文を持つ．これらの文章を連結して生成した同一の執筆者の組み合わせ(執筆者
数 1 人)の文章と，異なる執筆者(執筆者数 2 人～4 人)の組み合わせの文章を各 400 件，合




化の推定点が実際の変化点の前後 30 単語もしくは 50 単語，100 単語以内であった確率を
求めた．結果を表 4.2，表 4.3 に示した．また，実際の執筆者数別の推定執筆者数の結果を 
表 4.4 と図 4.1 に示した．図 4.2 に各文章中の類似度の変化と文体変化点の推定結果の
例を示した． 
 









30 0.602 0.266 0.411 
50 0.602 0.331 0.411 












1 0.193 - 0.838 
2 0.818 0.655 0.183 
3 0.748 0.415 0.253 
4 0.650 0.253 0.373 
1～4 0.602 0.331 0.411 
 






1 2 3 4 5 6 7 
1 77 311 12 0 0 0 0 400 
2 56 327 17 0 0 0 0 400 
3 0 49 299 52 0 0 0 400 
4 0 2 60 260 71 7 0 400 
 
 



















































者数が 1人(同一執筆者の 2 作品を用いる)の場合と 2 人(異なる執筆者の 2 作品を用いる)の
場合の推定執筆者数の分布が類似している．1 人のみによって記述された文章について適切
な執筆者数の推定が行われているかどうかを次の 4.3.2 項で確認する． 
 
4.3.2 執筆者が 1 人のみの文章 
作品同士を連結する前の文章 100 作品分と，同一の執筆者の作品を 2～4 作品連結した文
章各 200 組について 4.2 節で決定したパラメータを用いて文体変化点と執筆者数の推定を
行った．結果を表 4.5～表 4.7 および図 4.3 に示した．各文章中の類似度の変化と文体変化
点の推定結果の例を図 4.4に示した． 
 
表 4.5 文体変化点と執筆者数の推定結果 (執筆者数 1 人) 
同一執筆者の文章の連結数 執筆者数を正しく推定できた確率 MAE [人] 
1 1.000 0.000 
2 0.200 0.835 
3 0.015 1.890 
4 0.000 3.085 
1～4 0.204 1.660 
 


















1 2 3 4 5 6 7 
1 100 0 0 0 0 0 0 100 
2 40 153 7 0 0 0 0 200 
3 3 49 116 31 1 0 0 200 
4 0 1 29 121 45 3 0 200 
 
 




場合がある．表 4.6 と表 4.2 の結果を比較すると，執筆者が同一の文章を連結した位置を
文体変化点と認識する確率は，執筆者が複数人の文章で文章の連結位置を文体変化点と認
識する確率よりも低い． 



















































を 2 つ連結した文章と，異なる執筆者の文章を 2 つ連結した文章を各 400 組用いて，文章




度の平均値を求め，表 4.8 に示した．また，図 4.5 に箱ひげ図を示した． 
 
表 4.8 文章中の位置ごとの類似度の平均値 
位置 [単語] 同一執筆者 異なる執筆者 
100 0.630 0.633 
200 0.687 0.694 
300 0.715 0.715 
400 0.722 0.709 
500 0.686 0.651 
600 0.714 0.706 
700 0.715 0.711 
800 0.700 0.692 






図 4.5 同一執筆者(1 人)と異なる執筆者(2 人)の作品を連結した文章の類似度の箱ひげ図 
 
500 単語目の位置での類似度について，同一執筆者の作品同士を連結した場合は類似度の























率は 60.2%，平均絶対誤差は 0.411 人となった．2 人によって記述された文章については，
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評価実験でデータセットとして用いた青空文庫収録作品の一覧を表 1 と表 2 に示す． 
 


















上村 松園 「想い出」「昔尊く」「棲霞軒雑記」「眉の記」「花筐と岩倉村」 
森 鴎外 「かのように」「冬の王」「安井夫人」「最終の午後」「細木香以」 
横光 利一 「微笑」「機械」「欧洲紀行」「純粋小説論」「花園の思想」 





表 2 執筆者数推定(4.3 節)で用いた作品 
著者 作品 
吉川 英治 
「三国志」「剣の四君子」「宮本武蔵」「旗岡巡査」「日本名婦伝」 
「柳生月影抄」「私本太平記」「随筆 新平家」「魚紋」「鳴門秘帖」 
神西 清 
「かき」「かもじの美術家」「ねむい」「可愛い女」 
「キリストのヨルカに召された少年」「ムツェンスク郡のマクベス夫人」 
「小波瀾」「百姓マレイ」「頸の上のアンナ」「飜訳遅疑の説」 
岡本 綺堂 
「くろん坊」「こま犬」「ランス紀行」「世界怪談名作集」 
「中国怪奇小説集」「久保田米斎君の思い出」「半七捕物帳」 
「廿九日の牡丹餅」「我楽多玩具」「真鬼偽鬼」 
楠山 正雄 
「おおかみと七ひきのこどもやぎ」「しっかり者のすずの兵隊」 
「ねずみの嫁入り」「ブレーメンの町楽隊」 
「ルンペルシュチルツヒェン」「忠義な犬」「殺生石」「瓜子姫子」 
「瘤とり」「眠る森のお姫さま」 
太宰 治 
「令嬢アユ」「兄たち」「喝采」「女生徒」「未帰還の友に」 
「狂言の神」「花吹雪」「逆行」「雪の夜の話」「鴎」 
江戸川 乱歩 
「夢遊病者の死」「妖怪博士」「押絵と旅する男」「指環」「江川蘭子」 
「疑惑」「白昼夢」「自作解説」「赤い部屋」「鏡地獄」 
夏目 漱石 
「カーライル博物館」「ケーベル先生」「思い出す事など」 
「教育と文芸」「文士の生活」「文芸と道徳」「現代日本の開化」 
「硝子戸の中」「薤露行」「長谷川君と余」 
佐左木 俊郎 
「喫煙癖」「或る嬰児殺しの動機」「手品」「栗の花の咲くころ」 
「秘密の風景画」「蜜柑」「街頭の偽映鏡」「錯覚の拷問室」「馬」 
「黒い地帯」 
和辻 哲郎 
「『劉生画集及芸術観』について」「すべての芽を培え」「享楽人」「城」 
「孔子」「樹の根」「生きること作ること」「能面の様式」 
「露伴先生の思い出」「面とペルソナ」 
中谷 宇吉郎 
「ケリイさんのこと」「小さい機縁」「映画を作る話」「由布院行」 
「立春の卵」「語呂の論理」「雪を作る話」「雪雑記」 
「霜柱と白粉の話」「高度八十マイル」 
 
